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捕集

[26]については、ヘッドスペースGC/MSによって分析された例があった。

窒素 14.7psiSUMMA Canister  6L
3.3mL/分×24時間

導入量 5mL

加圧・希釈

36mL

【大気】

内標準添加
ﾄﾙｴﾝ-d8 1ng

分析原理：GC/MS-SIM-EI

検出下限値：

 【大気】（ng/ｍ3
）

　 [12] 16

分析条件：
 機器

  GC：Agilent 6890
  MS：Agilent 5973MSD
  又はGCMS-QP5050A
 カラム

  VARIAN CP-PoraBONDQ
  25m×0.32mm、5µm

GC/MS-SIM-EI

分析原理：パージアンドト
ラップGC/MS-SIM-EI

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
     [12]  1.6
     [19]  1.4
     [26]  4
     [31] 10
     [36] 11
     [43] 20

分析条件：
 機器

  GC：GC Trace
  MS：Voyager
  PT：Tekmar AQUA  PT
           5000J
  又は

  GCMS-QP5050A
  PT：Tekmar 4000J
 カラム

  TC-624
  60m×0.32mm、1.8µm又は

  AQUATIC
  60m×0.25mm、1.0µm
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【水質】

パージアンドトラップ
GC/MS-SIM-EI

内標準添加
ﾄﾙｴﾝ-d8 1ng

濃縮・導入

Tekmar AUTOCan

大気

[12]1,2-エポキシ

ブタン

[19] 1-クロロ-2-メ
チルプロペン

[26]ジクロロブロ

モメタン

[31] ジブロモテト

ラフルオロエタン
（別名：ハロン-
2402）

[36] テトラクロロ

ジフルオロエタン
（別名：CFC-
112）

[43] ブロモクロロ

ジフルオロメタン
（別名：ハロン-
1211）

 


